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も
高
く
、
こ
の
日

も
多
く
の
保
護
者

の
方
に
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
は
平
成
26
年

度
事
業
活
動
報
告

か
ら
ス
タ
ー
ト
。

年
々
充
実
度
を
増

す
活
動
内
容
は
、

満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
平
成
26
年
度
の
収
支
報
告
が
あ
り
、
監
査
よ
り
不
明
、
不

正
が
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
平
成
27
年
度
の
事
業

計
画
が
提
示
さ
れ
、
学
生
の
課
外
活
動
、
奨
学
金
へ
の
援
助
、
学

外
研
修
、
資
格
取
得
や
受
験
へ
の
資
金
援
助
、
外
国
人
留
学
生
へ

の
援
助
な
ど
各
種
補
助
事
業
の
承
認
を
得
て
、
後
援
会
は
今
年

度
の
活
動
を
早
く
も
始
動
さ
せ
、
す
で
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
ま
す
。

「
充
実
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
願
い
、
援
助
金
を
贈
呈
」

　

総
会
終
了
後
、
後
援
会
か
ら
札
幌
大
学
に
対
し
援
助
金
の
贈

呈
式
を
挙
行
。
猪
狩
会
長
か
ら
桑
原
真
人
学
長
に
目
録
が
手
渡

さ
れ
、「
学
生
が
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
、

後
援
会
は
一
層
力
強
く
、
そ
の
活
動
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

平成26年度事業活動及び平成27年度事業計画
平成26年度事業活動 平成26年度決算書

平成27年度収支予算

平成27年度事業計画
　札幌大学後援会では、在学生を支援の主たる対象とし、各種支援事業を平成27年度も継続してまいります。
・主な事業計画は次のとおりです。
　 ①後援会総会の開催（後援会活動活性化の観点から保護者懇談会【6月の札幌大学での開催】との同日開催）、②

札幌大学との共催による保護者懇談会の開催（会議費、旅費交通費等の運営経費を補助）、③学生への経済的支
援（1）課外活動への援助金（全国大会及びこれに準ずる大会等へ参加する部員への遠征費補助、文化系サークル
の活動費を補助）、（2）学外研修への援助金（国内外の宿泊研修、臨地研修等への参加者への資金）、（3）資格取得・
受験対策への援助金（能力開発センター開講講座の資格取得者への援助金、正課授業に係る資格の受験者への援
助金）、（4）外国人留学生への援助金（私費外国人留学生奨学金制度における資金補助）、（5）札幌大学奨学金制
度への援助金（成績優秀者に対する奨学金資金の援助、また23年度からは経済的困窮度を重視した生活支援奨学
金の援助）、（6）地域貢献活動への援助金（めぇーずの活動資金を補助）、（7）広報活動（『後援会だより』の発行）

（1）補助事業
　①課外活動への補助 単位：円

交付団体名 大会名 支出金額
サッカー部 第38回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント 207,000

第63回全日本大学サッカー選手権大会 270,000
女子サッカー部 第23回全日本大学女子サッカー選手権大会 90,000

男子バレーボール部
第33回東日本バレーボール大学選手権大会 228,000
第69回国民体育大会（長崎がんばらんば国体） 99,000
第67回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会 180,000

女子バレーボール部 第33回東日本バレーボール大学選手権大会 171,000
男子バスケットボール部 第66回全日本大学バスケットボール選手権大会 228,000
女子バスケットボール部 第66回全日本大学バスケットボール選手権大会 228,000
卓球部 第81回全日本大学総合卓球選手権大会(個人の部) 48,000
弓道部 第62回全日本学生弓道選手権大会 150,000

剣道部

第62回全日本学生剣道選手権大会
第48回全日本女子学生剣道選手権大会　　　　　　　　

84,000

第62回全日本学生剣道優勝大会 120,000
第33回全日本女子学生剣道優勝大会 63,000

柔道部

第63回全日本学生柔道優勝大会 117,000
平成26年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 27,000
平成26年度全日本学生柔道体重別選手権大会 72,000
第69回国民体育大会（長崎がんばらんば国体） 12,000
平成26年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会 135,000
平成26年度講道館杯全日本柔道体重別選手権大会 9,000

準硬式野球部 第32回全日本大学９ブロック対抗準硬式野球大会 48,000
陸上競技部 第83回日本学生陸上競技対抗選手権大会 240,000
女子羽球部 第65回全日本学生バドミントン選手権大会 36,000

スケート部

第15回大学アイスホッケー交流戦苫小牧大会 255,000
第8回東日本学生フィギュアスケート選手権大会 9,000
第40回東日本フィギュアスケート選手権大会 9,000
第83回全日本フィギュアスケート選手権大会 12,000
第87回日本学生氷上競技選手権大会 216,000
第87回日本学生氷上競技選手権大会（フィギュア部門） 12,000

ソフトテニス部
第69回三笠宮賜杯全日本学生ソフトテニス選手権大会
第56回全日本学生ソフトテニスシングルス選手権大会

90,000

硬式庭球部 平成26年度全日本学生テニス選手権大会 18,000
ゴルフ部 第68回日本学生ゴルフ選手権競技 24,000
ラグビー部 第65回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会 270,000
チアリーディング部 第26回全日本学生チアリーディング選手権大会 90,000
札幌大学キャンパス応援隊 宮城県石巻市網地島住民の防災意識調査のボランティア 108,000
札幌大学吹奏楽団 第62回全日本吹奏楽コンクール 270,000

Ｘ－ＳＰＯＲＴＳ部

第10回全日本学生スノーボードテクニカル選手権大会 18,000
第27回全日本学生スノーボード選手権大会 9,000
第33回ＪＳＢA全日本スノーボード選手権大会 12,000
2015全日本学生スノーボード大会 9,000

22団体 小　計　　　4,293,000

交付団体名 文化系サークルの活動内容 支出金額
よさこいソーラン研究会Lafete YOSAKOIソーラン祭り 50,000 
民俗音楽研究部 定期演奏会 50,000
ジャズ研究会 定期演奏会 50,000
写真部 写真展 50,000
料理同好会 フェスタつきさっぷ 30,000

5団体 小　計　　　230,000

 課外活動への補助金合計　4,523,000円

　②札幌大学奨学金への援助 ..................................................................................10,000,000円

　③札幌大学学外研修援助金 ....................................................................................4,000,000円

　④札幌大学資格取得等奨励援助金 ...........................................................................2,000,000円

　⑤外国人留学生への援助 .......................................................................................5,500,000円

　⑥札幌大学大学祭への補助金 ......................................................................................50,000円

　⑦卒業祝賀会への補助金 ............................................................................................50,000円

　⑧札幌大学保護者懇談会に係る旅費への補助金 ..........................................................1,474,510円

　⑨札幌大学地域スポーツ・文化総合型クラブへの補助金 .................................................500,000円

 補助費支出合計　28,097,510円

（2）26年度札幌大学保護者懇談会
開催地 開催日 参加人数

札　幌（札幌大学）   6月  7日（土） 169
札　幌（札幌大学）   9月21日（日） 134
北　見（北見東和ホテル）   9月  6日（土）   17
旭　川（ロワジールホテル旭川）   9月  7日（日）   17
釧　路（釧路東急イン）   9月13日（土）   23
帯　広（帯広東急イン）   9月14日（日）   18
青　森（ホテルＪＡＬシティ青森）   9月27日（土）   18
函　館（函館国際ホテル）   9月28日（日）   17
苫小牧（グランドホテルニュー王子）   10月  4日（土）     7

合　計 420

（3）【広報活動について】
　　「後援会だより」を10月30日（Vol.43）、3月31日（Vol.44）付けの年２回発行

（4）札幌大学後援会総会
　　日時：平成26年６月７日(土) 　場所：札幌大学　２２０４教室

（5）札幌大学後援会役員会
　〈第1回〉
　　日時：平成26年５月27日(火) 　場所：札幌大学　第１会議室
　〈第2回〉
　　日時：平成26年６月７日(土)　場所：札幌大学　第１会議室
　

平成26年度収支計算書（自平成26年4月1日　至平成27年3月31日） 単位：円
科　　目 予　　算 決 算 額 増 ・ 減

収入の部
前年度繰越金 66,790,471 66,790,471 0
第一種会員会費 30,000,000 29,680,000 △ 320,000
第二種会員会費 180,000 225,000 45,000
第三種会員会費 0 0 0
利息 20,000 18,578 △ 1,422
基金取崩収入 0 0 0

合　計 96,990,471 96,714,049 △ 276,422
支出の部
基金充当金 0 0 0
補助費 28,100,000 28,097,510 △ 2,490
消耗品費 70,000 24,175 △ 45,825
旅費交通費 450,000 348,860 △ 101,140
印刷費 1,100,000 885,600 △ 214,400
通信費 1,100,000 803,586 △ 296,414
支払手数料 50,000 9,396 △ 40,604
会議渉外費 1,970,000 1,292,324 △ 677,676
予備費 500,000 0 △ 500,000

小　計 33,340,000 31,461,451 △ 1,878,549
当年度収支差額（次年度繰越金） 63,650,471 65,252,598

合　計 96,990,471 96,714,049 △ 276,422

平成26年度資産（現預金）・基金内訳表（平成27年3月31日現在） 単位：円
勘定科目 前年度繰越金 3月末 増　　減

《資産の部》
現金（事務室保管） 5,567 14,261 8,694
普通預金（北海道銀行西岡） 50,893,857 49,231,327 △ 1,662,530
普通預金（北洋銀行豊平） 15,891,047 16,007,010 115,963
基金（北海道銀行西岡） 26,000,000 26,000,000 0
基金（北洋銀行澄川） 20,000,000 20,000,000 0

資産合計 112,790,471 111,252,598 △ 1,537,873
《基金の部》
基金（北海道銀行西岡） 26,000,000 26,000,000 0
基金（北洋銀行澄川） 20,000,000 20,000,000 0
収支差額（次年度繰越金） 66,790,471 65,252,598 △ 1,537,873

基金合計 112,790,471 111,252,598 △ 1,537,873

収入の部 単位：円
科　　目 平成26年度決算 平成27年度予算額 増減額（決算額比） 摘　　要

前年度繰越金 66,790,471 65,252,598 △ 1,537,873
第1種会員会費 29,680,000 29,000,000 △ 680,000 10,000円×2,900人＝29,000,000
第2種会員会費 225,000 180,000 △ 45,000 3,000円×60口
第3種会員会費 0 0 0
受取利息 18,578 20,000 1,422
基金取崩収入 0

合　　計 96,714,049 94,452,598 △ 2,261,451

支出の部 単位：円
科　　目 平成26年度決算 平成27年度予算額 増減額（決算額比） 摘　　要

補助費 28,097,510 27,600,000 △ 497,510

札幌大学奨学金援助金
課外活動補助金・卒業祝賀会・大学祭
外国人留学生奨学金援助金
学外研修援助金・資格取得等奨励援助金
表彰
保護者懇談会（大学分旅費）
地域貢献費（札幌大学地域スポーツ）

消耗品費 24,175 70,000 45,825
事務用消耗品
コピー用紙

旅費交通費 348,860 450,000 101,140 役員会、保護者懇談会（地方）

印刷費 885,600 1,100,000 214,400

封筒作成
各種案内状
会報作成(後援会だより）
印字　
その他印刷

通信費 803,586 1,100,000 296,414
後援会だより発送作業･発送費２回分、会費納入案内   
役員会、総会案内・保護者懇談会等の案内他　　

支払手数料 9,396 50,000 40,604 会費納入振込手数料・業者への振込手数料

会議渉外費 1,292,324 1,970,000 677,676
役員会会議費、総会・札幌会場保護者懇談会参加者昼食費、地方会場費
祝儀等

予備費 0 200,000 200,000
小　　計 31,461,451 32,540,000 1,078,549

次年度繰越金 65,252,598 61,912,598
合　　計 96,714,049 94,452,598

編集後記
　経済産業省が平成 18 年から提唱しています社会人基礎力は、前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力の 3 つ
の能力（12 の能力要素）から構成されており、職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力
を指します。本学においても、同時期に、この社会人基礎力の涵養を目的に正課授業として「キャリア科目」を開設し、
今日に至ります。平成 25 年度には、大学及び女子短期大学部において「地域共創」をスローガンに改組転換を図り、
その後も継続して地域連携活動による人材育成の実現を目指しています。
　今回の号では、小山茂教授のゼミ紹介において、まさにこの教育理念の具現化に向けた取組みを行い、地域への社会
貢献、また自らのコミュニケーシン能力の向上や様々なイベントの企画、運営の仕方を学ぶことを目標とする地域密着
型の活動を紹介しています。
　若者を取り巻く環境は、今後さらに不透明さを増すことが想定されるなか、社会人基礎力を意識した自分磨きが今ま
で以上に重要となると思われます。教育方針を反映する本学生の多種多様な取組みは、本学ホームページの「最新情報」
で発信されていますが、今後も本学教育理念の展開、後援会が支援するご子女の成果に注目していただけたら幸甚です。

　「
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
」
は
保
護
者
の
皆
様
に
、
大
学
お
よ

び
後
援
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
る
た
め
の
重

要
な
情
報
交
換
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
は
好
天
に
恵
ま

れ
た
6
月
6
日
土
曜
日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
に
引
き
続

き
、
大
学
と
共
催
の
保
護
者
懇
談
会
も
開
か
れ
、
ご
子
女
の
修
学

状
況
や
進
路
な
ど
、
中
身
の
濃
い
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
号
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

「
各
種
補
助
事
業
の
承
認
を
得
て
、

す
で
に
今
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」

　

総
会
は
後
援
会
の
活
動
内
容
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
承
認
を

賜
わ
る
重
要
な
ご
報
告
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
関
心

　

毎
年
多
く
の
保
護
者
の
方
が
参

加
さ
れ
、
活
況
を
呈
す
る
「
保
護

者
懇
談
会
」
が
後
援
会
総
会
の
終

了
後
、
午
後
1
時
よ
り
「
プ
レ
ア

ホ
ー
ル
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
は
桑
原
真
人
学
長
お
よ
び

猪
狩
哲
夫
後
援
会
会
長
の
挨
拶
に

よ
り
開
幕
。
最
初
に
大
学
生
活
と

就
職
状
況
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
者
よ
り
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
特
に
保
護
者
の
皆
様
の
関

心
が
高
い
就
職
状
況
説
明
会
で
は
、「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
積
極
的
な
利
用
を
促
す
と
と
も
に
、
担
当
者
よ
り
保

護
者
の
皆
様
に
向
け
、
複
雑
化
・
多
様
化
し
た
就
職
活
動
に
臨

む
学
生
に
対
す
る
「
理
解
と
見
守
り
」
を
重
ね
て
お
願
い
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
札
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
東
日
本
大
震
災

に
対
す
る
札
幌
大
学
発
の
持
続
的
募
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
リ
ム

デ
ィ.
1
1
」の
活
動
を
レ
ポ
ー
ト
。
こ
れ
に
関
連
し
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
育
つ
学
生
」
と
い
う
報
告
も
な
さ
れ
、
地
域
社
会
や

学
外
の
人
と
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
の
意
義
と
重
要
性
が
説
か
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
高
校
生
を
歓
待
す

る
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
活
躍
す
る
学
生
自
ら
の
活
動
報
告
が

あ
り
、
イ
キ
イ
キ
と
取
り
組
む
学
生
の
様
子
に
、
保
護
者
の
皆
様

は
優
し
い
眼
差
し
を
向
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
体
説
明
の
後
、
札
幌
大
学
が
独
自
に
学
び
の
在
り
方
を
追

究
し
た
「
地
域
共
創
学
群
」
の
説
明
と
と
も
に
、
女
子
短
期
大

学
部
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
地
域

共
創
と
い
う
本
学
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
ご
理
解
を
求
め
ま
し

た
。
そ
れ
に
続
き
、
ご
希
望
の
保
護
者
の
方
と
個
別
面
談
や
大
学

内
施
設
見
学
会
を
実
施
し
、
現
在
の
修
学
状
況
や
将
来
の
進
路

に
つ
い
て
有
意
義
な
話
し
合
い
を
展
開
。
保
護
者
の
皆
様
の
関
心

の
高
い
懇
談
会
は
、
そ
の
後
も
道
内
7
カ
所
、
東
北
1
カ
所
で
順

次
開
催
さ
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
後
援
会

で
は
来
年
度
の
ご
参
加
も
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
及
び
保
護
者
懇
談
会

学長よりお礼のご挨拶

保
護
者
の
皆
様
と
大
学
、
後
援
会
の
相
互
理
解
を
深
め
る
年
に
一
度
の
機
会
！

【
平
成
27
年
度
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
お
よ
び
保
護
者
懇
談
会
開
催
報
告
】

札
幌
大
学
保
護
者
懇
談
会

日
時
／
平
成
27
年
6
月
6
日
（
土
）
午
後
1
時
〜

会
場
／
札
幌
大
学
プ
レ
ア
ホ
ー
ル
ほ
か

■全体説明の内容について
○大学に入学して数ヶ月が経ち、息子のキャンパスを訪

れることができ、とても嬉しく思います。とてもわかり

やすい内容で、私自身が学び直したいと思うほど恵まれ

ていますね。

　　
■保護者懇談会または本学について
○オープンキャンパススタッフの活動についてというこ

とで、現役学生の声を聞けた所は非常に良い体験をした

と思う。また、就職活動については何が大切か、どのよ

うなことをしなければならないか、教えて欲しいと思い

ます。

○学びの多様性ということで、広く様々な分野を学ぶ

チャンスを得ることが出来るとの説明を受け、この学校

で学ぶことが出来て良かったと思います。

　　
■個別懇談での説明・対応について
○ていねいに教えて頂き参考になりました。

参加された保護者の声

札幌大学後援会総会

保護者懇談会

保護者アンケート

保護者懇談会地方会場報告………1面

ゼミ紹介-小山ゼミ

後援会役員、新任のお知らせ

文化系サークル補助金交付式……2面

学生FDサミット参加報告

就職状況………………………………3面

平成26年度事業活動及び

平成27年度事業計画………………4面

C　O　N　T　E　N　T　S

昨年の懇談会の様子（札幌）

　

９
月
５
日
（
土
）
北
見
会
場
を
か
わ
き
り
に
保
護
者
懇
談
会

地
方
会
場
は
道
内
と
青
森
の
７
会
場
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
札

幌
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
方
在
住
の
保
護
者
の
方
々
は
、
わ
が
子
の

日
常
や
、
大
学
内
の
様
子
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
懇
談
会
は
本
学
の
教
育
の
取
り
組
み
や
授

業
の
出
席
状
況
、
春
学
期
の
成
績
に
つ
い
て
本
学
の
担
当
教
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
赴
き
、
保
護
者
の
方
に
直
接
報
告
・
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
各
会
場
地
域
出
身
の
本
学
卒
業
生
と
卒
業
年
次
生

も
参
加
し
、
本
学
で
の
学
修
状
況
や
課
外
活
動
、
就
職
活
動
を

報
告
し
ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、
教
職
員
の
説
明
に
加
え
て
、
実

際
に
体
験
し
た
「
地
元
出
身
」
の
学
生
、
卒
業
生
の
声
は
多
く
の

保
護
者
の
方
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
卒
業
年
次
生
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動

を
迎
え
る
３
年
生
や
今
年
度
入
学
し
た
ば
か
り
の
１
年
生
が
参

加
し
ま
し
た
。
３
年
生
は
学
生
自
治
会
や
大
学
祭
、
１
年
生
は

部
活
動
と
初
め
て
学
ぶ
大
学
で
の
授
業
に
つ
い
て
の
報
告
を
い
た

し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
函
館
会
場
に
お
け
る
入
学
し
て
半
年
足

ら
ず
の
１
年
生
の
報
告
は
実
に
新
鮮
で
あ
り
、
教
職
員
が
気
づ
か

な
い
素
朴
な
疑
問
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
保
護
者
の
方
々
に
も

「
実
に
わ
か
り
や
す
く
、

わ
が
子
の
視
線
に
な
っ
て

説
明
し
て
く
れ
た
よ
う

だ
」
と
感
心
さ
れ
た
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
以
降
も
「
保

護
者
の
方
々
の
視
線
」

を
心
が
け
学
生
の
様
子

を
わ
か
り
や
す
く
、
ご

報
告
・
ご
説
明
で
き
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
各
会
場
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

猪狩後援会会長より桑原学長へ援助金目録が手渡されました

保
護
者
懇
談
会
地
方
会
場
報
告

北
見
会
場
か
ら
函
館
会
場
ま
で

札
幌
大
学
後
援
会
総
会

日
時
／
平
成
27
年
6
月
6
日
（
土
）
午
前
11
時
〜

会
場
／
札
幌
大
学
2
2
0
4
教
室

学
生
支
援
オ
フ
ィ
ス　

主
幹　

高
松　

義
樹

保護者懇談会では就職をはじ
め、さまざまなご質問やご相
談にもお応えしております。
地方の方は参加し易い上記主
要都市での開催に是非ともご
参加下さい。

保護者懇談会 帯広会場の様子

札幌大学後援会だより 第45号（4）2015年10月30日札幌大学後援会だより（1）第45号 2015年10月30日



　

大
学
改
革
に
必
要
な
こ
と
は
、
ま
ず
学
生
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
だ
と
思
い
、「
お
こ
し
隊
」

に
入
部
し
ま
し
た
。「
お
こ
し
隊
」
は
学
生
F
D

活
動
を
展
開
す
る
有
志
の
集
ま
り
で
、
F
D
と

は
F
a
c
u
l
t
y 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
の

略
称
で
す
。
そ
れ
は
、
よ
り
良
い
大
学
づ
く
り

に
向
け
た
取
り
組
み
を
指
し
て
お
り
、
具
体
的

に
は
学
生
自
身
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
、
自
ら

行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
想
の
大
学
を
目
指

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち

「
お
こ
し
隊
」
が
最
初
に
実
現
し
た
の
は
、『
学

生
発
案
型
授
業
』
で
す
。
こ
れ
は
、
ど
ん
な
こ

と
を
学
び
た
い
か
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
、
最
も
多
く
の
票
を
集
め
た
講

義
を
実
際
に
開
講
す
る
と
い
う
も
の
。
採

用
さ
れ
た
の
は
「
異
文
化
交
流
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
義
で
、
中
国
や
フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
諸
外
国
と
日

本
の
関
わ
り
を
学
ぶ
と
い
う
内
容
で
し

た
。
札
大
に
は
各
国
に
精
通
し
た
講
師
の

方
々
が
お
り
、
学
生
の
人
気
も
高
い
の
で
、

多
く
の
受
講
生
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
教
職
員
と
学
生
が
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
気
軽
に
交
流
す
る
場
と
し
て
、

『
0
5
4
（
お
こ
し
）
カ
フ
ェ
』
と
い
う
喫

茶
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
、
よ
り
相
互
理

解
を
深
め
る
た
め
に
語
り
合
う「
札
ト
ー

ク
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
定
期
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
全
国
の
大
学
が
集
ま
り
、『
学

生
F
D
サ
ミ
ッ
ト
』
と
い
う
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も

毎
年
参
加
し
て
お
り
、
本
年
度
は
9
月

2
〜
3
日
の
両
日
、
兵
庫
県
茨
木
市
の

追
手
門
学
院
大
学
で
開
催
さ
れ
た
大
会

に
、
小
山
先
生
と
私
、
藤
岡
君
の
3
人
で

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
5
0
0

名
の
大
学
生
お
よ
び
教
職
員
が
集
ま
り
、

各
大
学
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
る
事

例
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
懇

親
会
な
ど
が
2
日
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
、

活
況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
も
大

い
に
刺
激
を
受
け
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

を
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
『
学
生
F
D
サ
ミ
ッ
ト
』
で
す
が
、

2
0
1
6
年
度
夏
の
大
会
に
お
け
る
ホ
ス

ト
校
が
、
な
ん
と
札
幌
大
学
に
決
定
し
ま

し
た
。全
国
か
ら
多
く
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
の
で
、
札
大
の
総
力
を
挙
げ
て
成

功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

後
援
会
が
行
っ
て
い
る
支
援
事
業
の
一つ
に

「
課
外
活
動
に
対
す
る
補
助
事
業
」
が
あ
り
ま

す
。
札
大
後
援
会
で
は
体
育
会
系
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
目
覚
ま
し
い
活
動
を
展
開

し
て
い
る
文
化
連
合
会
所
属
の
サ
ー
ク
ル
に
対

し
て
も
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
本
年

も
補
助
申
請
の
あ
っ
た
8
団
体
に
向
け
、
補
助

金
交
付
式
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
式
は
後
援

会
役
員
の
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
続
く
猪
狩
会
長

の
挨
拶
で
は
、「
顔
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。「
人
の
顔
に
は

感
情
が
あ
ら
わ
れ
、
そ

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

生
き
様
が
あ
ら
わ
れ
る
。

ひ
た
む
き
に
一
生
懸
命

に
モ
ノ
ゴ
ト
に
打
ち
込

ん
で
い
る
人
は
、
充
実

し
た
良
い
顔
、
責
任
感

の
あ
る
顔
に
な
る
。
学

目
標
を
持
ち
、
努
力
す
る
こ
と
で
、
素
敵
な
「
顔
」
づ
く
り
を
！

文
化
系
サ
ー
ク
ル
補
助
金
交
付
式
　
　
　

日
時
／
平
成
27
年
6
月
23
日
（
火
）　
午
後
12
時
〜

会
場
／
第
一
会
議
室

生
の
皆
さ
ん
も
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
こ
と
で
、
素
敵
な
顔
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
の
言
葉
が
学
生
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
援
会
か
ら
の
支
援
に
対
し
、
本
間
副
学
長

よ
り
感
謝
の
辞
を
い
た
だ
き
、
各
団
体
の
代
表
一

人
ひ
と
り
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
、
会
長
と
ガ
ッ

チ
リ
握
手
。「
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
後
援
会
で
は
来

年
度
以
降
も
、
課
外
活
動
へ
の
支
援
を
継
続
し

て
い
く
方
針
で
あ
り
、
各
団
体
か
ら
の
申
請
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
申
請
団
体

・
民
俗
音
楽
研
究
部
　
・
映
画
研
究
会
　
・
演
劇
研
究
会 

劇
団

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
・
軽
音
楽
部
　
・
文
芸
部
　
・
写
真
部
　
・
ジ
ャ

ズ
研
究
会
　
・
ア
ビ
ー
ロ
ー
ド
音
楽
研
究
部

平成27年度　文化系サークル補助金交付式

　
「
モ
エ
レ
沼
芸
術
花
火
2
0
1
5
」
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
は
学
生
部
の
副
代
表
と
し
て
、
総
勢

1
7
0
人
の
学
生
を
ま
と
め
る
大
役
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
学
生
の
役
割

は
主
に
来
場
者
の
整
理
、
誘
導
、
券
の
モ
ギ
リ

と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
つ
ま
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学

生
1
7
0
人
の
後
ろ
に
控
え
る
１
万
8
千
人
の

観
客
を
意
識
し
た
会
場
整
理
を
求
め
ら
れ
た
わ

け
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
や
配
置
、
誘

導
計
画
な
ど
、
早
く
か
ら
準
備
し
て
打
ち
合
わ

せ
を
重
ね
、
何
と
か
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
社
会

人
の
方
々
や
他
大
学
の
学
生
と
の
交
流
を
図
る

と
と
も
に
、
自
分
の
思
い
を
人
に
伝
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
養
う
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

自
己
成
長
を
遂

げ
て
い
く
機
会

を
与
え
て
い
た

だ
い
た
小
山
ゼ

ミ
に
は
、
と
て

も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

月
寒
と
い
う
街
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、「
つ
き

さ
っ
ぷ
新
聞
」
の
発
行
や
月
寒
W
i
k
i
と
い
っ

た
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
の
作
成
を
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。
新
聞
記
事
の
内
容
は
月
寒
公

民
館
で
開
か
れ
る
交
流
サ
ロ
ン
で
話
し
合
っ
て
決

め
て
い
る
の
で
す
が
、
最
新
の
話
題
は
今
夏
開

催
さ
れ
た
「
フ
ェ
ス
タ
つ
き
さ
っ
ぷ
」
に
参
加
し

た
こ
と
。
私
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

企
画
や
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

は
札
大
と
し
て
屋
台
を
出
店
。
焼
き
肉
と
カ
ッ

ト
パ
イ
ン
の
販
売
も
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
関
わ
り
、
楽
し
い
お
祭
り
の
舞
台
裏
に
は
、

多
く
の
人
の
努
力
や
苦
労
が
あ
る
こ
と
を
、
改

め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
は

地
域
お
こ
し
や
ま
ち
づ
く
り
に
そ
れ
ほ
ど
関
心

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
で
学
ぶ
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
大
変
興
味
深
く
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
将
来
は
こ
の
経
験
を
社
会
生
活
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
石
狩
地
区
農
協
青
年
部
（
以
下
、
石
青

協
）
と
札
大
が
コ
ラ
ボ
し
て
、
野
菜
の
消
費
拡

大
を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

画
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
石
狩
の
農
家
を
訪
ね
、

自
ら
収
穫
体
験
を
積
み
、
そ
こ
で
学
ん
だ
内
容

を
販
売
戦
略
の
立
案
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

体
験
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
情
報
は
、
石
青

協
と
小
山
ゼ
ミ
が
共
同
で
起
ち
上
げ
た

F
a
c
e
b
o
o
k
「
石
狩
ゆ
め
プ
ラ
ン
」
の
中

で
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
販
売
促
進

の
一
環
と
し
て
、
月
寒
の
お
祭
り
に
石
狩
産
の
野

菜
を
景
品
や
屋
台
の
食
材
と
し
て
提
供
し
ま
し

た
。
来
場
者
の
評
判
は
上
々
で
、
良
い
宣
伝
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
学
ん
だ
の

は
、
結
果
よ
り
も
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
だ
と
い
う
こ

と
。
目
標
に
向
か
っ
て
地
域
が
一
丸
と
な
り
、
皆

が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
協
力
し
、
行
動
し
た
か
。

そ
の
一つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
が
何
よ
り
大
切
で

あ
る
こ
と
を
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
は
「
人
づ
く
り
」

地
域
を
知
り
、
そ
の
可
能
性
を
探
る
地
域
創
生
学

平
成
26
年
度
卒
業
生
の
求
人
状
況
・
就
職
状
況

■就職決定状況
　好景気を背に、各月末締めの内定率は4月から翌年2月まで前

年同月の数値を上回り、最終内定率は90%に届くように見受けら

れましたが、2016年卒を対象とする就活解禁時期の変更「採用

活動の後ろ倒し」により、3月1日からは3年生向けの合同会社説明

会や単独説明会が一斉に開始となり、未内定者向けの採用活動が

ほとんどなくなりました。その結果、大学の最終内定率は86.0%

と昨年度と全く同じ数値でした。

　また、初の卒業生を送り出した短大・キャリアデザイン学科の

最終内定率は96.4%でした。

■業種別就職比率
　大学は、サービス業27.5%（昨年28.4%）、小売業18.6%（昨

年18.9%）、卸売業13.2%（昨年10.8%）、公務員・教員10.7%（昨

年11.3%）で２桁の割合となり、金融・保険業6.3%（昨年5.5%）、

運輸・郵便業4.9%（昨年4.1%）、製造業4.7%（昨年6.5%）と続

いております。

　短大は、サービス業29.7%（昨年23.5%）、金融・保険業

22.2%（昨年29.4%）、小売業18.5%（昨年23.5%）、卸売業

11.1%（昨年0%）、製造業7.4%（昨年5.9%）と続いております。

■求人件数
　大学を対象とする求人件数の総数は3,155件（昨年2,926

件）、うち道内企業の求人件数も878件（昨年794件）と増加

しました。

■平成27年 3月卒業生の主な就職先

■業種別就職比率（平成26年度）

小売業　18.6%(83人 )

不動産業　4.0%(18人 )

農林漁業 /鉱業　1.6%(7 人 )

サービス業　27.5%(123人 )

金融・保険業　22.2%(6 人 )

卸売業　13.2%(59人 )

サービス業　29.7%(8 人 )

公務員・教員　10.7%(48人 )

小売業　18.5%(5人)

卸売業　11.1%(3 人 )

製造業　7.4%(2 人 )

情報通信業　3.7%(1 人 )

不動産業　3.7%(1 人 )

金融・保険業　6.3%(28人 )

運輸・郵便業　4.9%(22人)

製造業　4.7%(21人)

建設業　4.3%(19人 )

情報通信業　4.0%(18人) 電気・ガス・水道業　0.2%(1 人 )

運輸・郵便業　3.7%(1 人 )

［大学］447人

［短大］27人

■就職決定状況（大学）

経
済

外

　国

　語

経
営

法

文
化

経　　　済

英　　　語

ロシア語

経　　　営

法

文　　　化

合　　　計

159 132 110 83.3% 86.6%

54 46 39 84.8% 89.6%

9 7 5 71.4% 85.7%

167 115 100 87.0% 87.4%

131 106 97 91.5% 89.1%

165 114 96 84.2% 78.6%

685 520 447 86.0% 86.0%

卒　　業
者　　数

就　　職
希望者数

就　　職
決定者数

就　　職
決 定 率

前 年 度
就職決定率

区分
学部学科

■就職決定状況（女子短期大学部）

キャリアデザイン

合　　　計

37 28 27 96.4% -

-37 28 27 96.4%

卒　　業
者　　数

就　　職
希望者数

就　　職
決定者数

就　　職
決 定 率

前 年 度
就職決定率

区分
学科

注1）：決定率の算出方法は、就職決定者数を就職希望者数で割ったものである。

※キャリアデザイン学科は初の卒業生となります

（平成27年3月31日現在）

（平成27年3月31日現在）

（株）北洋銀行/（株）ゆうちょ銀行/札幌中央信用組合/旭川信用金庫/（株）アクティ

オ/（株）カナモト/ＡＮＡ新千歳空港（株）/北海道旅客鉄道（株）/（株）ＪＴＢ北海道/（株）

クワザワ / イオン北海道（株）/（株）ツルハ /（株）サッポロドラッグストアー / 六花

亭製菓（株）/（株）柳月/北海道コカ・コーラボトリング（株）/（株）ほくやく/生活

協同組合コープさっぽろ/ホクレン農業協同組合連合会/日本郵便（株）、ほか

（株）北洋銀行 /（株）北海道銀行 / 札幌中央信用組合 / 伊達信用金庫 / 明治安田

生命保険相互会社 /（株）ＪＴＢ北海道 /（株）日本旅行北海道 / 日本通運（株）/

Ｐ＆Ｇマックスファクター合同会社 /（株）ポーラ / 北海道三菱自動車販売（株）

/ヤヨイ化学販売（株）/ （株）クレタ /（株）アイティ・コミュニケーションズ /（株）

ムラタ、ほか

大

　
　学

短

　
　大

後援会役員、新任のお知らせ

地域共創学群 地域創生専攻3年生

水上 亮 さん

地域共創学群 地域創生専攻3年生

藤岡 圭一郎 さん

地域共創学群 地域創生専攻3年生

伊藤 大貴 さん

学
生
発
案
型
授
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開

追
手
門
学
院
大
学
で
開
催

さ
れ
た
全
国
大
会
に
参
加

　平成27年度、札幌大学後援会の役員に新しく事業担当の運営委員として、
ご子女が地域共創学群経営学専攻1年に在籍（サッカー部所属）します1種会
員の林明人さんが就任されましたので、お知らせ致します。

札幌大学後援会役員名簿
役　職

会　長

副会長

〃

〃

〃

監事

〃

運営委員

〃

〃

氏　名

猪　狩　哲　夫

日　浦　和　長

北　崎　義　弘

宮　本  みどり

太　細　博　文

戸　井　敏　夫

三ツ木　芳　夫

酒　井　春　樹

寒河江　正  人

上　野　洋　子

担　当

総括・財務

事　業

広　報

〃

事　業

事　業

〃

広　報

〃 林 　 明 人 事　業

　
『
地
域
創
生
学
』
を
学
ぶ
小
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
学
生
各
自
が
学
び
を
通
し
て
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
、
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
体
験
的
な
学
び
も
重
ね
、
各
地
の
魅
力
を
広
く
発
信
で
き
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　

小
山
茂
先
生
は
、「
地
域
の
抱
え
る
課
題
に
視
点
を
向
け
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う
な
資
格
が
必
要
な
の
か
、
と
も
に
考
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニン
グ
（
思
考
を
活
性
化
す
る
学
修
形
態
）
を
実
行
し
、
社
会
と
関
わ
る
な
か
で
、
自
ら
考
え
、
自
ら
の
力
で
壁
を

乗
り
越
え
て
い
け
る
自
立
し
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
、
ゼ
ミ
の
方
向
性
を
述
べ
て
い
ま
す
。　
　

　
こ
こ
で
学
生
が
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
の
、
具
体
的
な
内
容
に
つい
て
ご
報
告
し
ま
す
。

モ
エ
レ
沼
芸
術
花
火
に
参
加
し
て
…

月
寒
の
地
域
活
性
化
に
貢
献
！

石
狩
地
区
農
協
と
コ
ラ
ボ
し
て
…

事業担当運営委員

林　明人 さん

　皆さん、こんにちは。このたび事業
担当の委員をすることになりました「林　
明人」です。
　委員は初めてですが、先生方や他
の委員の皆さんと協力し、少しでもお
役に立ちたいと思っています。
　どうぞよろしくお願いいたします。

石青協と小山ゼミが共同で起ち上げ
たFacebook「石狩ゆめプラン」

情報アーカイブデータの作成をお
手伝いしている「月寒Wiki」

TVニュースでも取り組みが紹介されました

　短大においても、1,598件（昨年1,486件）、うち道内企業の

求人件数が497件（昨年455件）となり、就職希望者数から

見ると短大生にとっては明るい求人内容となりました。

追
手
門
学
院
大
学
で
行
わ
れ
た

全
国
の
学
生
が
集
う

『
学
生
F
D
サ
ミ
ッ
ト
』
に
参
加

　

さ
ま
ざ
ま
な
F
D
活
動
を
展
開
し
て
い
る
私

た
ち
「
お
こ
し
隊
」
に
と
っ
て
、
そ
の
集
大
成
と

位
置
づ
け
て
い
る
の
が
『
学
生
F
D
サ
ミ
ッ
ト
』

で
す
。
私
は
昨
年
度
の
京
都
産
業
大
学
に
続
き
、

今
年
は
兵
庫
県
の
追
手
門
学
院
大
学
で
開
催
さ

れ
た
大
会
に
も
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
の

大
学
生
の
大
学
改
革
に
か
け
る
熱
意
は
、
年
々

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
『
学
生
F
D
サ
ミ
ッ
ト
』
2
0
1
6

年
度
の
ホ
ス
ト
校
が
札
幌
大
学
に
決
定
し
、リ
ー

ダ
ー
の
加
納
君
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
、

是
非
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て

私
に
は
、
個
人
的
に
練
っ
て
い
る
プ
ラ
ン
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
石
狩
産
野
菜
の
宣
伝
で
す
。
私

は
今
回
同
行
し
て
く
だ
さ
っ
た
小
山
先
生
の
ゼ

ミ
で
、
石
狩
の
農
協
青
年
部
と
コ
ラ
ボ
し
て
野

菜
の
販
売
促
進
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
サ

ミ
ッ
ト
の
懇
親
会
は
食
事
し
な
が
ら
全
国
の
学

生
と
交
流
す
る
と
い
う
場
な
の
で
、
そ
こ
で
石

狩
産
の
野
菜
を
食
材
と
し
て
提
供
し
、
全
国
の

皆
さ
ん
に
ピ
ー
ア
ー
ル
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

私
が
こ
の
よ
う
に
意
欲
的
な
学
生
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
札
大
に
入
学
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
す
。
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
れ
た

大
学
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
6
年
の
夏
に
本
学
で
開
催
さ
れ
る『
学

生
F
D
サ
ミ
ッ
ト
』
は
、
札
大
の
総
力
を
挙
げ
て

成
功
さ
せ
る
べ
き
イ
ベ
ン
ト
だ
と
捉
え
て
い
ま

す
。「
お
こ
し
隊
」
に
入
る
の
で
は
な
く
て
も
、

一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
協
力
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
き
っ
と
、
大
学
生
の
意
識
を

向
上
さ
せ
て
く
れ
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

人
脈
を
広
げ
て
く
れ
た
札
大
に

感
謝
し
て
い
ま
す

地域共創学群 地域創生専攻3年生

藤岡 圭一郎 さん

札
大
主
催
の
全
国
大
会
を

良
い
き
っ
か
け
づ
く
り
に

地域共創学群 地域創生専攻3年生

　　　　加納 正隆 さん札大おこし隊リーダー

追手門学院大学で行われた全国大会に参加、2016年度夏の『学生 FDサミット』のホスト校に札大が決定！

　

学
生
Ｆ
Ｄ
指
導
者
の
第
一
人
者
で
あ
る
木
野

茂
先
生
の
著
書
「
学
生
、
大
学
教
育
を
問
う
―

大
学
が
変
え
る
、
学
生
が
変
え
る
３
」（
ナ
カ
ニ

シ
ヤ
出
版
、
2
0
1
5
年
9
月
20
日
）
に
よ
る

と
（
抜
粋
と
一
部
改
編
）、

［
日
本
の
Ｆ
Ｄ
（
F
a
c
u
l
t
y 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
：

大
学
教
員
の
教
育
能
力
を
高
め
る
た
め
の
実
践

的
方
法
）
は
1
9
9
1
年
か
ら
始
ま
り
、

2
0
0
8
年
に
全
大
学
で
義
務
化
さ
れ
た
。

　
一
方
、「
学
生
Ｆ
Ｄ
」
が
広
が
り
始
め
た
の
も

こ
の
頃
か
ら
で
、
学
生
の
視
点
か
ら
授
業
や
教

育
の
改
善
を
求
め
る
取
り
組
み
の
全
国
交
流
集

会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
2
0
0
9
年
夏
の
第
1

回
学
生
Ｆ
Ｄ
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
一
気
に
全
国
に

波
及
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

札
幌
大
学
の
学
生
Ｆ
Ｄ（
通
称：お
こ
し
隊
）は
、

2
0
0
8
年
11
月
に
山
形
大
学
で
開
催
さ
れ
た

Ｆ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
“つ
ば
さ
”「
学
生
Ｆ
Ｄ
会
議
」

に
、
故
梶
浦
桂
司
先
生
（
2
0
1
2
年
9
月
14

日
急
逝
）
が
2
名
の
学
生
と
参
加
し
、
岡
山
大

学
の
学
生
Ｆ
Ｄ
の
取
り
組
み
の
発
表
を
聴
講
さ

せ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
梶
浦
先
生
は
、
岡
山
大
学
で
2
0
0
5
年

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
た
学
生
参
画
型
Ｆ
Ｄ

活
動
の
取
り
組
み
を
札
幌
大
学
に
取
り
入
れ
た

い
と
構
想
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
札
幌
大
学
で
ど
の
よ
う
に
学
生
Ｆ
Ｄ
を
発

足
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
模
索
し
、
学
内
へ
と
働
き

か
け
ら
れ
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。］

　

以
上
が
北
海
道
で
学
生
Ｆ
Ｄ
を
最
初
に
導
入

し
た
経
緯
で
あ
る
。
詳
細
は
、
前
掲
の
木
野
先

生
の
著
書
で
確
認
さ
れ
た
い
。
梶
浦
先
生
の
後

任
と
し
て
、
学
生
Ｆ
Ｄ
に
所
属
す
る
学
生
の
強

い
推
薦
を
受
け
て
堀
江
育
也
副
学
長
補
が

（
2
0
1
2
年
9
月
〜
2
0
1
5
年
3
月
）、

2
0
1
5
年
4
月
か
ら
は
景
山
副
学
長
が
任
務

を
継
承
し
て
い
る
。

　

加
納
君
が
書
い
た
2
0
1
6
年
の
学
生
Ｆ
Ｄ

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
梶
浦

先
生
の
思
い
が
、
来
年
、
全
国
の
学
生
を
札
幌

大
学
に
迎
え
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
開
催
は
、
学

生
Ｆ
Ｄ
に
関
係
さ
れ
た
全
国
の
先
生
か
ら
も
期

待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
事
の
重
要
性
を

如
何
に
学
生
に
伝
え
て
ゆ
く
か
が
、
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
北
海
道
で
学
生
Ｆ
Ｄ
を
実
施
し
て
い

る
他
大
学
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
開
催
し
な

け
れ
ば
成
功
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
さ
に

封
は
切
ら
れ
、
待
っ
た
な
し
に
来
年
の
開
催
に

向
け
船
出
し
た
ば
か
り
の
ほ
っ
と
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
で
あ

る
。

　

最
後
に
、
来
年
の
2
0
1
6
年
の
学
生
Ｆ
Ｄ

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
が
成
功
で
き
れ
ば
、
学
生
主

体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
札
幌
大
学
が
全
国
の

大
学
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
価
値
あ
る
行

事
で
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。

F
D
と
は
…

札幌大学 地域共創学群 人間社会学域

地域創生専攻　小山 茂 教授

小
山 

茂 

教
授

加
納 

正
隆 

さ
ん

藤
岡 

圭
一
郎 

さ
ん
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大
学
改
革
に
必
要
な
こ
と
は
、
ま
ず
学
生
の

意
識
を
高
め
る
こ
と
だ
と
思
い
、「
お
こ
し
隊
」

に
入
部
し
ま
し
た
。「
お
こ
し
隊
」
は
学
生
F
D

活
動
を
展
開
す
る
有
志
の
集
ま
り
で
、
F
D
と

は
F
a
c
u
l
t
y 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
の

略
称
で
す
。
そ
れ
は
、
よ
り
良
い
大
学
づ
く
り

に
向
け
た
取
り
組
み
を
指
し
て
お
り
、
具
体
的

に
は
学
生
自
身
が
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
、
自
ら

行
動
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
理
想
の
大
学
を
目
指

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち

「
お
こ
し
隊
」
が
最
初
に
実
現
し
た
の
は
、『
学

生
発
案
型
授
業
』
で
す
。
こ
れ
は
、
ど
ん
な
こ

と
を
学
び
た
い
か
学
生
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
り
、
最
も
多
く
の
票
を
集
め
た
講

義
を
実
際
に
開
講
す
る
と
い
う
も
の
。
採

用
さ
れ
た
の
は
「
異
文
化
交
流
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
義
で
、
中
国
や
フ
ラ
ン
ス
、

ロ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
、
諸
外
国
と
日

本
の
関
わ
り
を
学
ぶ
と
い
う
内
容
で
し

た
。
札
大
に
は
各
国
に
精
通
し
た
講
師
の

方
々
が
お
り
、
学
生
の
人
気
も
高
い
の
で
、

多
く
の
受
講
生
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
ほ
か
教
職
員
と
学
生
が
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
気
軽
に
交
流
す
る
場
と
し
て
、

『
0
5
4
（
お
こ
し
）
カ
フ
ェ
』
と
い
う
喫

茶
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
た
り
、
よ
り
相
互
理

解
を
深
め
る
た
め
に
語
り
合
う「
札
ト
ー

ク
」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
も
定
期
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
全
国
の
大
学
が
集
ま
り
、『
学

生
F
D
サ
ミ
ッ
ト
』
と
い
う
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
も

毎
年
参
加
し
て
お
り
、
本
年
度
は
9
月

2
〜
3
日
の
両
日
、
兵
庫
県
茨
木
市
の

追
手
門
学
院
大
学
で
開
催
さ
れ
た
大
会

に
、
小
山
先
生
と
私
、
藤
岡
君
の
3
人
で

参
加
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
か
ら
5
0
0

名
の
大
学
生
お
よ
び
教
職
員
が
集
ま
り
、

各
大
学
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ
れ
る
事

例
報
告
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
懇

親
会
な
ど
が
2
日
間
に
渡
っ
て
行
わ
れ
、

活
況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち
も
大

い
に
刺
激
を
受
け
、
そ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

を
今
後
の
活
動
に
活
か
し
て
い
こ
う
と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
『
学
生
F
D
サ
ミ
ッ
ト
』
で
す
が
、

2
0
1
6
年
度
夏
の
大
会
に
お
け
る
ホ
ス

ト
校
が
、
な
ん
と
札
幌
大
学
に
決
定
し
ま

し
た
。全
国
か
ら
多
く
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
の
で
、
札
大
の
総
力
を
挙
げ
て
成

功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

後
援
会
が
行
っ
て
い
る
支
援
事
業
の
一つ
に

「
課
外
活
動
に
対
す
る
補
助
事
業
」
が
あ
り
ま

す
。
札
大
後
援
会
で
は
体
育
会
系
の
み
な
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
目
覚
ま
し
い
活
動
を
展
開

し
て
い
る
文
化
連
合
会
所
属
の
サ
ー
ク
ル
に
対

し
て
も
積
極
的
な
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
本
年

も
補
助
申
請
の
あ
っ
た
8
団
体
に
向
け
、
補
助

金
交
付
式
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
式
は
後
援

会
役
員
の
紹
介
か
ら
始
ま
り
、
続
く
猪
狩
会
長

の
挨
拶
で
は
、「
顔
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。「
人
の
顔
に
は

感
情
が
あ
ら
わ
れ
、
そ

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て

生
き
様
が
あ
ら
わ
れ
る
。

ひ
た
む
き
に
一
生
懸
命

に
モ
ノ
ゴ
ト
に
打
ち
込

ん
で
い
る
人
は
、
充
実

し
た
良
い
顔
、
責
任
感

の
あ
る
顔
に
な
る
。
学

目
標
を
持
ち
、
努
力
す
る
こ
と
で
、
素
敵
な
「
顔
」
づ
く
り
を
！

文
化
系
サ
ー
ク
ル
補
助
金
交
付
式
　
　
　

日
時
／
平
成
27
年
6
月
23
日
（
火
）　
午
後
12
時
〜

会
場
／
第
一
会
議
室

生
の
皆
さ
ん
も
目
標
を
持
ち
、
そ
れ
に
向
か
っ

て
努
力
す
る
こ
と
で
、
素
敵
な
顔
を
つ
く
っ
て
く

だ
さ
い
」
と
の
言
葉
が
学
生
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

後
援
会
か
ら
の
支
援
に
対
し
、
本
間
副
学
長

よ
り
感
謝
の
辞
を
い
た
だ
き
、
各
団
体
の
代
表
一

人
ひ
と
り
に
目
録
が
手
渡
さ
れ
、
会
長
と
ガ
ッ

チ
リ
握
手
。「
有
効
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
後
援
会
で
は
来

年
度
以
降
も
、
課
外
活
動
へ
の
支
援
を
継
続
し

て
い
く
方
針
で
あ
り
、
各
団
体
か
ら
の
申
請
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
申
請
団
体

・
民
俗
音
楽
研
究
部
　
・
映
画
研
究
会
　
・
演
劇
研
究
会 

劇
団

ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
・
軽
音
楽
部
　
・
文
芸
部
　
・
写
真
部
　
・
ジ
ャ

ズ
研
究
会
　
・
ア
ビ
ー
ロ
ー
ド
音
楽
研
究
部

平成27年度　文化系サークル補助金交付式

　
「
モ
エ
レ
沼
芸
術
花
火
2
0
1
5
」
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
今
年
は
学
生
部
の
副
代
表
と
し
て
、
総
勢

1
7
0
人
の
学
生
を
ま
と
め
る
大
役
を
務
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
学
生
の
役
割

は
主
に
来
場
者
の
整
理
、
誘
導
、
券
の
モ
ギ
リ

と
い
っ
た
と
こ
ろ
。
つ
ま
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
学

生
1
7
0
人
の
後
ろ
に
控
え
る
１
万
8
千
人
の

観
客
を
意
識
し
た
会
場
整
理
を
求
め
ら
れ
た
わ

け
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
や
配
置
、
誘

導
計
画
な
ど
、
早
く
か
ら
準
備
し
て
打
ち
合
わ

せ
を
重
ね
、
何
と
か
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
社
会

人
の
方
々
や
他
大
学
の
学
生
と
の
交
流
を
図
る

と
と
も
に
、
自
分
の
思
い
を
人
に
伝
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
も
養
う
こ
と
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

自
己
成
長
を
遂

げ
て
い
く
機
会

を
与
え
て
い
た

だ
い
た
小
山
ゼ

ミ
に
は
、
と
て

も
感
謝
し
て
い

ま
す
。

　

月
寒
と
い
う
街
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、「
つ
き

さ
っ
ぷ
新
聞
」
の
発
行
や
月
寒
W
i
k
i
と
い
っ

た
情
報
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
の
作
成
を
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。
新
聞
記
事
の
内
容
は
月
寒
公

民
館
で
開
か
れ
る
交
流
サ
ロ
ン
で
話
し
合
っ
て
決

め
て
い
る
の
で
す
が
、
最
新
の
話
題
は
今
夏
開

催
さ
れ
た
「
フ
ェ
ス
タ
つ
き
さ
っ
ぷ
」
に
参
加
し

た
こ
と
。
私
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

企
画
や
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年

は
札
大
と
し
て
屋
台
を
出
店
。
焼
き
肉
と
カ
ッ

ト
パ
イ
ン
の
販
売
も
し
ま
し
た
。
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
関
わ
り
、
楽
し
い
お
祭
り
の
舞
台
裏
に
は
、

多
く
の
人
の
努
力
や
苦
労
が
あ
る
こ
と
を
、
改

め
て
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最
初
は

地
域
お
こ
し
や
ま
ち
づ
く
り
に
そ
れ
ほ
ど
関
心

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
こ
で
学
ぶ
よ
う
に

な
っ
て
か
ら
大
変
興
味
深
く
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
将
来
は
こ
の
経
験
を
社
会
生
活
に
活
か
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
石
狩
地
区
農
協
青
年
部
（
以
下
、
石
青

協
）
と
札
大
が
コ
ラ
ボ
し
て
、
野
菜
の
消
費
拡

大
を
図
っ
て
い
こ
う
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

画
し
て
い
ま
す
。
実
際
に
石
狩
の
農
家
を
訪
ね
、

自
ら
収
穫
体
験
を
積
み
、
そ
こ
で
学
ん
だ
内
容

を
販
売
戦
略
の
立
案
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

　

体
験
し
て
学
ん
だ
こ
と
や
情
報
は
、
石
青

協
と
小
山
ゼ
ミ
が
共
同
で
起
ち
上
げ
た

F
a
c
e
b
o
o
k
「
石
狩
ゆ
め
プ
ラ
ン
」
の
中

で
広
く
発
信
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
販
売
促
進

の
一
環
と
し
て
、
月
寒
の
お
祭
り
に
石
狩
産
の
野

菜
を
景
品
や
屋
台
の
食
材
と
し
て
提
供
し
ま
し

た
。
来
場
者
の
評
判
は
上
々
で
、
良
い
宣
伝
に

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
経
験
か
ら
学
ん
だ
の

は
、
結
果
よ
り
も
プ
ロ
セ
ス
が
大
事
だ
と
い
う
こ

と
。
目
標
に
向
か
っ
て
地
域
が
一
丸
と
な
り
、
皆

が
ど
の
よ
う
に
考
え
、
協
力
し
、
行
動
し
た
か
。

そ
の
一つ
ひ
と
つ
の
積
み
重
ね
が
何
よ
り
大
切
で

あ
る
こ
と
を
、
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
ま
ち
づ
く
り
」
は
「
人
づ
く
り
」

地
域
を
知
り
、
そ
の
可
能
性
を
探
る
地
域
創
生
学

平
成
26
年
度
卒
業
生
の
求
人
状
況
・
就
職
状
況

■就職決定状況
　好景気を背に、各月末締めの内定率は4月から翌年2月まで前

年同月の数値を上回り、最終内定率は90%に届くように見受けら

れましたが、2016年卒を対象とする就活解禁時期の変更「採用

活動の後ろ倒し」により、3月1日からは3年生向けの合同会社説明

会や単独説明会が一斉に開始となり、未内定者向けの採用活動が

ほとんどなくなりました。その結果、大学の最終内定率は86.0%

と昨年度と全く同じ数値でした。

　また、初の卒業生を送り出した短大・キャリアデザイン学科の

最終内定率は96.4%でした。

■業種別就職比率
　大学は、サービス業27.5%（昨年28.4%）、小売業18.6%（昨

年18.9%）、卸売業13.2%（昨年10.8%）、公務員・教員10.7%（昨

年11.3%）で２桁の割合となり、金融・保険業6.3%（昨年5.5%）、

運輸・郵便業4.9%（昨年4.1%）、製造業4.7%（昨年6.5%）と続

いております。

　短大は、サービス業29.7%（昨年23.5%）、金融・保険業

22.2%（昨年29.4%）、小売業18.5%（昨年23.5%）、卸売業

11.1%（昨年0%）、製造業7.4%（昨年5.9%）と続いております。

■求人件数
　大学を対象とする求人件数の総数は3,155件（昨年2,926

件）、うち道内企業の求人件数も878件（昨年794件）と増加

しました。

■平成27年 3月卒業生の主な就職先

■業種別就職比率（平成26年度）

小売業　18.6%(83人 )

不動産業　4.0%(18人 )

農林漁業 /鉱業　1.6%(7 人 )

サービス業　27.5%(123人 )

金融・保険業　22.2%(6 人 )

卸売業　13.2%(59人 )

サービス業　29.7%(8 人 )

公務員・教員　10.7%(48人 )

小売業　18.5%(5人)

卸売業　11.1%(3 人 )

製造業　7.4%(2 人 )

情報通信業　3.7%(1 人 )

不動産業　3.7%(1 人 )

金融・保険業　6.3%(28人 )

運輸・郵便業　4.9%(22人)

製造業　4.7%(21人)

建設業　4.3%(19人 )

情報通信業　4.0%(18人) 電気・ガス・水道業　0.2%(1 人 )

運輸・郵便業　3.7%(1 人 )

［大学］447人

［短大］27人

■就職決定状況（大学）

経
済

外

　国

　語

経
営

法

文
化

経　　　済

英　　　語

ロシア語

経　　　営

法

文　　　化

合　　　計

159 132 110 83.3% 86.6%

54 46 39 84.8% 89.6%

9 7 5 71.4% 85.7%

167 115 100 87.0% 87.4%

131 106 97 91.5% 89.1%

165 114 96 84.2% 78.6%

685 520 447 86.0% 86.0%

卒　　業
者　　数

就　　職
希望者数

就　　職
決定者数

就　　職
決 定 率

前 年 度
就職決定率

区分
学部学科

■就職決定状況（女子短期大学部）

キャリアデザイン

合　　　計

37 28 27 96.4% -

-37 28 27 96.4%

卒　　業
者　　数

就　　職
希望者数

就　　職
決定者数

就　　職
決 定 率

前 年 度
就職決定率

区分
学科

注1）：決定率の算出方法は、就職決定者数を就職希望者数で割ったものである。

※キャリアデザイン学科は初の卒業生となります

（平成27年3月31日現在）

（平成27年3月31日現在）

（株）北洋銀行/（株）ゆうちょ銀行/札幌中央信用組合/旭川信用金庫/（株）アクティ

オ/（株）カナモト/ＡＮＡ新千歳空港（株）/北海道旅客鉄道（株）/（株）ＪＴＢ北海道/（株）

クワザワ / イオン北海道（株）/（株）ツルハ /（株）サッポロドラッグストアー / 六花

亭製菓（株）/（株）柳月/北海道コカ・コーラボトリング（株）/（株）ほくやく/生活

協同組合コープさっぽろ/ホクレン農業協同組合連合会/日本郵便（株）、ほか

（株）北洋銀行 /（株）北海道銀行 / 札幌中央信用組合 / 伊達信用金庫 / 明治安田

生命保険相互会社 /（株）ＪＴＢ北海道 /（株）日本旅行北海道 / 日本通運（株）/

Ｐ＆Ｇマックスファクター合同会社 /（株）ポーラ / 北海道三菱自動車販売（株）

/ヤヨイ化学販売（株）/ （株）クレタ /（株）アイティ・コミュニケーションズ /（株）

ムラタ、ほか

大

　
　学

短

　
　大

後援会役員、新任のお知らせ

地域共創学群 地域創生専攻3年生

水上 亮 さん

地域共創学群 地域創生専攻3年生

藤岡 圭一郎 さん

地域共創学群 地域創生専攻3年生

伊藤 大貴 さん

学
生
発
案
型
授
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
を
展
開

追
手
門
学
院
大
学
で
開
催

さ
れ
た
全
国
大
会
に
参
加

　平成27年度、札幌大学後援会の役員に新しく事業担当の運営委員として、
ご子女が地域共創学群経営学専攻1年に在籍（サッカー部所属）します1種会
員の林明人さんが就任されましたので、お知らせ致します。

札幌大学後援会役員名簿
役　職

会　長

副会長

〃

〃

〃

監事

〃

運営委員

〃

〃

氏　名

猪　狩　哲　夫

日　浦　和　長

北　崎　義　弘

宮　本  みどり

太　細　博　文

戸　井　敏　夫

三ツ木　芳　夫

酒　井　春　樹

寒河江　正  人

上　野　洋　子

担　当

総括・財務

事　業

広　報

〃

事　業

事　業

〃

広　報

〃 林 　 明 人 事　業

　
『
地
域
創
生
学
』
を
学
ぶ
小
山
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
、
学
生
各
自
が
学
び
を
通
し
て
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
、
住
み
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
で
体
験
的
な
学
び
も
重
ね
、
各
地
の
魅
力
を
広
く
発
信
で
き
る
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
能
力
を
養
っ
て
い
ま
す
。

　

小
山
茂
先
生
は
、「
地
域
の
抱
え
る
課
題
に
視
点
を
向
け
、
そ
の
解
決
の
た
め
に
何
を
学
び
、
ど
の
よ
う
な
資
格
が
必
要
な
の
か
、
と
も
に
考
え
て
い
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニン
グ
（
思
考
を
活
性
化
す
る
学
修
形
態
）
を
実
行
し
、
社
会
と
関
わ
る
な
か
で
、
自
ら
考
え
、
自
ら
の
力
で
壁
を

乗
り
越
え
て
い
け
る
自
立
し
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
、
ゼ
ミ
の
方
向
性
を
述
べ
て
い
ま
す
。　
　

　
こ
こ
で
学
生
が
取
り
組
ん
で
い
る
活
動
の
、
具
体
的
な
内
容
に
つい
て
ご
報
告
し
ま
す
。

モ
エ
レ
沼
芸
術
花
火
に
参
加
し
て
…

月
寒
の
地
域
活
性
化
に
貢
献
！

石
狩
地
区
農
協
と
コ
ラ
ボ
し
て
…

事業担当運営委員

林　明人 さん

　皆さん、こんにちは。このたび事業
担当の委員をすることになりました「林　
明人」です。
　委員は初めてですが、先生方や他
の委員の皆さんと協力し、少しでもお
役に立ちたいと思っています。
　どうぞよろしくお願いいたします。

石青協と小山ゼミが共同で起ち上げ
たFacebook「石狩ゆめプラン」

情報アーカイブデータの作成をお
手伝いしている「月寒Wiki」

TVニュースでも取り組みが紹介されました

　短大においても、1,598件（昨年1,486件）、うち道内企業の

求人件数が497件（昨年455件）となり、就職希望者数から

見ると短大生にとっては明るい求人内容となりました。

追
手
門
学
院
大
学
で
行
わ
れ
た

全
国
の
学
生
が
集
う

『
学
生
F
D
サ
ミ
ッ
ト
』
に
参
加

　

さ
ま
ざ
ま
な
F
D
活
動
を
展
開
し
て
い
る
私

た
ち
「
お
こ
し
隊
」
に
と
っ
て
、
そ
の
集
大
成
と

位
置
づ
け
て
い
る
の
が
『
学
生
F
D
サ
ミ
ッ
ト
』

で
す
。
私
は
昨
年
度
の
京
都
産
業
大
学
に
続
き
、

今
年
は
兵
庫
県
の
追
手
門
学
院
大
学
で
開
催
さ

れ
た
大
会
に
も
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
全
国
の

大
学
生
の
大
学
改
革
に
か
け
る
熱
意
は
、
年
々

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
い
る
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
そ
ん
な
『
学
生
F
D
サ
ミ
ッ
ト
』
2
0
1
6

年
度
の
ホ
ス
ト
校
が
札
幌
大
学
に
決
定
し
、リ
ー

ダ
ー
の
加
納
君
を
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
、

是
非
成
功
さ
せ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
加
え
て

私
に
は
、
個
人
的
に
練
っ
て
い
る
プ
ラ
ン
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
石
狩
産
野
菜
の
宣
伝
で
す
。
私

は
今
回
同
行
し
て
く
だ
さ
っ
た
小
山
先
生
の
ゼ

ミ
で
、
石
狩
の
農
協
青
年
部
と
コ
ラ
ボ
し
て
野

菜
の
販
売
促
進
を
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。
サ

ミ
ッ
ト
の
懇
親
会
は
食
事
し
な
が
ら
全
国
の
学

生
と
交
流
す
る
と
い
う
場
な
の
で
、
そ
こ
で
石

狩
産
の
野
菜
を
食
材
と
し
て
提
供
し
、
全
国
の

皆
さ
ん
に
ピ
ー
ア
ー
ル
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

私
が
こ
の
よ
う
に
意
欲
的
な
学
生
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
札
大
に
入
学
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
の
こ
と
で
す
。
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
く
れ
た

大
学
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
6
年
の
夏
に
本
学
で
開
催
さ
れ
る『
学

生
F
D
サ
ミ
ッ
ト
』
は
、
札
大
の
総
力
を
挙
げ
て

成
功
さ
せ
る
べ
き
イ
ベ
ン
ト
だ
と
捉
え
て
い
ま

す
。「
お
こ
し
隊
」
に
入
る
の
で
は
な
く
て
も
、

一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
協
力
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。
同
イ
ベ
ン
ト
は
き
っ
と
、
大
学
生
の
意
識
を

向
上
さ
せ
て
く
れ
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

人
脈
を
広
げ
て
く
れ
た
札
大
に

感
謝
し
て
い
ま
す

地域共創学群 地域創生専攻3年生

藤岡 圭一郎 さん

札
大
主
催
の
全
国
大
会
を

良
い
き
っ
か
け
づ
く
り
に

地域共創学群 地域創生専攻3年生

　　　　加納 正隆 さん札大おこし隊リーダー

追手門学院大学で行われた全国大会に参加、2016年度夏の『学生 FDサミット』のホスト校に札大が決定！

　

学
生
Ｆ
Ｄ
指
導
者
の
第
一
人
者
で
あ
る
木
野

茂
先
生
の
著
書
「
学
生
、
大
学
教
育
を
問
う
―

大
学
が
変
え
る
、
学
生
が
変
え
る
３
」（
ナ
カ
ニ

シ
ヤ
出
版
、
2
0
1
5
年
9
月
20
日
）
に
よ
る

と
（
抜
粋
と
一
部
改
編
）、

［
日
本
の
Ｆ
Ｄ
（
F
a
c
u
l
t
y 

D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t
：

大
学
教
員
の
教
育
能
力
を
高
め
る
た
め
の
実
践

的
方
法
）
は
1
9
9
1
年
か
ら
始
ま
り
、

2
0
0
8
年
に
全
大
学
で
義
務
化
さ
れ
た
。

　
一
方
、「
学
生
Ｆ
Ｄ
」
が
広
が
り
始
め
た
の
も

こ
の
頃
か
ら
で
、
学
生
の
視
点
か
ら
授
業
や
教

育
の
改
善
を
求
め
る
取
り
組
み
の
全
国
交
流
集

会
と
し
て
開
催
さ
れ
た
2
0
0
9
年
夏
の
第
1

回
学
生
Ｆ
Ｄ
サ
ミ
ッ
ト
を
契
機
に
一
気
に
全
国
に

波
及
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

札
幌
大
学
の
学
生
Ｆ
Ｄ（
通
称：お
こ
し
隊
）は
、

2
0
0
8
年
11
月
に
山
形
大
学
で
開
催
さ
れ
た

Ｆ
Ｄ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
“つ
ば
さ
”「
学
生
Ｆ
Ｄ
会
議
」

に
、
故
梶
浦
桂
司
先
生
（
2
0
1
2
年
9
月
14

日
急
逝
）
が
2
名
の
学
生
と
参
加
し
、
岡
山
大

学
の
学
生
Ｆ
Ｄ
の
取
り
組
み
の
発
表
を
聴
講
さ

せ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
立
ち
上
げ
ら
れ

た
。
梶
浦
先
生
は
、
岡
山
大
学
で
2
0
0
5
年

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
た
学
生
参
画
型
Ｆ
Ｄ

活
動
の
取
り
組
み
を
札
幌
大
学
に
取
り
入
れ
た

い
と
構
想
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
推
測
さ
れ

る
。
札
幌
大
学
で
ど
の
よ
う
に
学
生
Ｆ
Ｄ
を
発

足
さ
せ
る
か
に
つ
い
て
模
索
し
、
学
内
へ
と
働
き

か
け
ら
れ
た
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。］

　

以
上
が
北
海
道
で
学
生
Ｆ
Ｄ
を
最
初
に
導
入

し
た
経
緯
で
あ
る
。
詳
細
は
、
前
掲
の
木
野
先

生
の
著
書
で
確
認
さ
れ
た
い
。
梶
浦
先
生
の
後

任
と
し
て
、
学
生
Ｆ
Ｄ
に
所
属
す
る
学
生
の
強

い
推
薦
を
受
け
て
堀
江
育
也
副
学
長
補
が

（
2
0
1
2
年
9
月
〜
2
0
1
5
年
3
月
）、

2
0
1
5
年
4
月
か
ら
は
景
山
副
学
長
が
任
務

を
継
承
し
て
い
る
。

　

加
納
君
が
書
い
た
2
0
1
6
年
の
学
生
Ｆ
Ｄ

サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
梶
浦

先
生
の
思
い
が
、
来
年
、
全
国
の
学
生
を
札
幌

大
学
に
迎
え
て
行
わ
れ
る
。
こ
の
開
催
は
、
学

生
Ｆ
Ｄ
に
関
係
さ
れ
た
全
国
の
先
生
か
ら
も
期

待
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
事
の
重
要
性
を

如
何
に
学
生
に
伝
え
て
ゆ
く
か
が
、
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

　

ま
た
、
北
海
道
で
学
生
Ｆ
Ｄ
を
実
施
し
て
い

る
他
大
学
と
も
連
携
を
取
り
な
が
ら
開
催
し
な

け
れ
ば
成
功
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
さ
に

封
は
切
ら
れ
、
待
っ
た
な
し
に
来
年
の
開
催
に

向
け
船
出
し
た
ば
か
り
の
ほ
っ
と
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
で
あ

る
。

　

最
後
に
、
来
年
の
2
0
1
6
年
の
学
生
Ｆ
Ｄ

サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
が
成
功
で
き
れ
ば
、
学
生
主

体
の
取
り
組
み
と
し
て
、
札
幌
大
学
が
全
国
の

大
学
に
認
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
価
値
あ
る
行

事
で
あ
る
こ
と
を
重
ね
て
申
し
上
げ
る
次
第
で

あ
る
。

F
D
と
は
…

札幌大学 地域共創学群 人間社会学域

地域創生専攻　小山 茂 教授

小
山 

茂 

教
授

加
納 

正
隆 

さ
ん

藤
岡 

圭
一
郎 

さ
ん

札幌大学後援会だより 第45号（2）2015年10月30日札幌大学後援会だより（3）第45号 2015年10月30日
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も
高
く
、
こ
の
日

も
多
く
の
保
護
者

の
方
に
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。

議
事
は
平
成
26
年

度
事
業
活
動
報
告

か
ら
ス
タ
ー
ト
。

年
々
充
実
度
を
増

す
活
動
内
容
は
、

満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。
続

い
て
平
成
26
年
度
の
収
支
報
告
が
あ
り
、
監
査
よ
り
不
明
、
不

正
が
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
平
成
27
年
度
の
事
業

計
画
が
提
示
さ
れ
、
学
生
の
課
外
活
動
、
奨
学
金
へ
の
援
助
、
学

外
研
修
、
資
格
取
得
や
受
験
へ
の
資
金
援
助
、
外
国
人
留
学
生
へ

の
援
助
な
ど
各
種
補
助
事
業
の
承
認
を
得
て
、
後
援
会
は
今
年

度
の
活
動
を
早
く
も
始
動
さ
せ
、
す
で
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

し
て
い
ま
す
。

「
充
実
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
願
い
、
援
助
金
を
贈
呈
」

　

総
会
終
了
後
、
後
援
会
か
ら
札
幌
大
学
に
対
し
援
助
金
の
贈

呈
式
を
挙
行
。
猪
狩
会
長
か
ら
桑
原
真
人
学
長
に
目
録
が
手
渡

さ
れ
、「
学
生
が
充
実
し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
を
過
ご
せ
る
よ
う

に
、
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を

頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。
保
護
者
の
皆
様
の
ご
承
認
を
い
た
だ
き
、

後
援
会
は
一
層
力
強
く
、
そ
の
活
動
を
推
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

平成26年度事業活動及び平成27年度事業計画
平成26年度事業活動 平成26年度決算書

平成27年度収支予算

平成27年度事業計画
　札幌大学後援会では、在学生を支援の主たる対象とし、各種支援事業を平成27年度も継続してまいります。
・主な事業計画は次のとおりです。
　 ①後援会総会の開催（後援会活動活性化の観点から保護者懇談会【6月の札幌大学での開催】との同日開催）、②

札幌大学との共催による保護者懇談会の開催（会議費、旅費交通費等の運営経費を補助）、③学生への経済的支
援（1）課外活動への援助金（全国大会及びこれに準ずる大会等へ参加する部員への遠征費補助、文化系サークル
の活動費を補助）、（2）学外研修への援助金（国内外の宿泊研修、臨地研修等への参加者への資金）、（3）資格取得・
受験対策への援助金（能力開発センター開講講座の資格取得者への援助金、正課授業に係る資格の受験者への援
助金）、（4）外国人留学生への援助金（私費外国人留学生奨学金制度における資金補助）、（5）札幌大学奨学金制
度への援助金（成績優秀者に対する奨学金資金の援助、また23年度からは経済的困窮度を重視した生活支援奨学
金の援助）、（6）地域貢献活動への援助金（めぇーずの活動資金を補助）、（7）広報活動（『後援会だより』の発行）

（1）補助事業
　①課外活動への補助 単位：円

交付団体名 大会名 支出金額
サッカー部 第38回総理大臣杯全日本大学サッカートーナメント 207,000

第63回全日本大学サッカー選手権大会 270,000
女子サッカー部 第23回全日本大学女子サッカー選手権大会 90,000

男子バレーボール部
第33回東日本バレーボール大学選手権大会 228,000
第69回国民体育大会（長崎がんばらんば国体） 99,000
第67回秩父宮賜杯全日本バレーボール大学男子選手権大会 180,000

女子バレーボール部 第33回東日本バレーボール大学選手権大会 171,000
男子バスケットボール部 第66回全日本大学バスケットボール選手権大会 228,000
女子バスケットボール部 第66回全日本大学バスケットボール選手権大会 228,000
卓球部 第81回全日本大学総合卓球選手権大会(個人の部) 48,000
弓道部 第62回全日本学生弓道選手権大会 150,000

剣道部

第62回全日本学生剣道選手権大会
第48回全日本女子学生剣道選手権大会　　　　　　　　

84,000

第62回全日本学生剣道優勝大会 120,000
第33回全日本女子学生剣道優勝大会 63,000

柔道部

第63回全日本学生柔道優勝大会 117,000
平成26年度全日本ジュニア柔道体重別選手権大会 27,000
平成26年度全日本学生柔道体重別選手権大会 72,000
第69回国民体育大会（長崎がんばらんば国体） 12,000
平成26年度全日本学生柔道体重別団体優勝大会 135,000
平成26年度講道館杯全日本柔道体重別選手権大会 9,000

準硬式野球部 第32回全日本大学９ブロック対抗準硬式野球大会 48,000
陸上競技部 第83回日本学生陸上競技対抗選手権大会 240,000
女子羽球部 第65回全日本学生バドミントン選手権大会 36,000

スケート部

第15回大学アイスホッケー交流戦苫小牧大会 255,000
第8回東日本学生フィギュアスケート選手権大会 9,000
第40回東日本フィギュアスケート選手権大会 9,000
第83回全日本フィギュアスケート選手権大会 12,000
第87回日本学生氷上競技選手権大会 216,000
第87回日本学生氷上競技選手権大会（フィギュア部門） 12,000

ソフトテニス部
第69回三笠宮賜杯全日本学生ソフトテニス選手権大会
第56回全日本学生ソフトテニスシングルス選手権大会

90,000

硬式庭球部 平成26年度全日本学生テニス選手権大会 18,000
ゴルフ部 第68回日本学生ゴルフ選手権競技 24,000
ラグビー部 第65回全国地区対抗大学ラグビーフットボール大会 270,000
チアリーディング部 第26回全日本学生チアリーディング選手権大会 90,000
札幌大学キャンパス応援隊 宮城県石巻市網地島住民の防災意識調査のボランティア 108,000
札幌大学吹奏楽団 第62回全日本吹奏楽コンクール 270,000

Ｘ－ＳＰＯＲＴＳ部

第10回全日本学生スノーボードテクニカル選手権大会 18,000
第27回全日本学生スノーボード選手権大会 9,000
第33回ＪＳＢA全日本スノーボード選手権大会 12,000
2015全日本学生スノーボード大会 9,000

22団体 小　計　　　4,293,000

交付団体名 文化系サークルの活動内容 支出金額
よさこいソーラン研究会Lafete YOSAKOIソーラン祭り 50,000 
民俗音楽研究部 定期演奏会 50,000
ジャズ研究会 定期演奏会 50,000
写真部 写真展 50,000
料理同好会 フェスタつきさっぷ 30,000

5団体 小　計　　　230,000

 課外活動への補助金合計　4,523,000円

　②札幌大学奨学金への援助 ..................................................................................10,000,000円

　③札幌大学学外研修援助金 ....................................................................................4,000,000円

　④札幌大学資格取得等奨励援助金 ...........................................................................2,000,000円

　⑤外国人留学生への援助 .......................................................................................5,500,000円

　⑥札幌大学大学祭への補助金 ......................................................................................50,000円

　⑦卒業祝賀会への補助金 ............................................................................................50,000円

　⑧札幌大学保護者懇談会に係る旅費への補助金 ..........................................................1,474,510円

　⑨札幌大学地域スポーツ・文化総合型クラブへの補助金 .................................................500,000円

 補助費支出合計　28,097,510円

（2）26年度札幌大学保護者懇談会
開催地 開催日 参加人数

札　幌（札幌大学）   6月  7日（土） 169
札　幌（札幌大学）   9月21日（日） 134
北　見（北見東和ホテル）   9月  6日（土）   17
旭　川（ロワジールホテル旭川）   9月  7日（日）   17
釧　路（釧路東急イン）   9月13日（土）   23
帯　広（帯広東急イン）   9月14日（日）   18
青　森（ホテルＪＡＬシティ青森）   9月27日（土）   18
函　館（函館国際ホテル）   9月28日（日）   17
苫小牧（グランドホテルニュー王子）   10月  4日（土）     7

合　計 420

（3）【広報活動について】
　　「後援会だより」を10月30日（Vol.43）、3月31日（Vol.44）付けの年２回発行

（4）札幌大学後援会総会
　　日時：平成26年６月７日(土) 　場所：札幌大学　２２０４教室

（5）札幌大学後援会役員会
　〈第1回〉
　　日時：平成26年５月27日(火) 　場所：札幌大学　第１会議室
　〈第2回〉
　　日時：平成26年６月７日(土)　場所：札幌大学　第１会議室
　

平成26年度収支計算書（自平成26年4月1日　至平成27年3月31日） 単位：円
科　　目 予　　算 決 算 額 増 ・ 減

収入の部
前年度繰越金 66,790,471 66,790,471 0
第一種会員会費 30,000,000 29,680,000 △ 320,000
第二種会員会費 180,000 225,000 45,000
第三種会員会費 0 0 0
利息 20,000 18,578 △ 1,422
基金取崩収入 0 0 0

合　計 96,990,471 96,714,049 △ 276,422
支出の部
基金充当金 0 0 0
補助費 28,100,000 28,097,510 △ 2,490
消耗品費 70,000 24,175 △ 45,825
旅費交通費 450,000 348,860 △ 101,140
印刷費 1,100,000 885,600 △ 214,400
通信費 1,100,000 803,586 △ 296,414
支払手数料 50,000 9,396 △ 40,604
会議渉外費 1,970,000 1,292,324 △ 677,676
予備費 500,000 0 △ 500,000

小　計 33,340,000 31,461,451 △ 1,878,549
当年度収支差額（次年度繰越金） 63,650,471 65,252,598

合　計 96,990,471 96,714,049 △ 276,422

平成26年度資産（現預金）・基金内訳表（平成27年3月31日現在） 単位：円
勘定科目 前年度繰越金 3月末 増　　減

《資産の部》
現金（事務室保管） 5,567 14,261 8,694
普通預金（北海道銀行西岡） 50,893,857 49,231,327 △ 1,662,530
普通預金（北洋銀行豊平） 15,891,047 16,007,010 115,963
基金（北海道銀行西岡） 26,000,000 26,000,000 0
基金（北洋銀行澄川） 20,000,000 20,000,000 0

資産合計 112,790,471 111,252,598 △ 1,537,873
《基金の部》
基金（北海道銀行西岡） 26,000,000 26,000,000 0
基金（北洋銀行澄川） 20,000,000 20,000,000 0
収支差額（次年度繰越金） 66,790,471 65,252,598 △ 1,537,873

基金合計 112,790,471 111,252,598 △ 1,537,873

収入の部 単位：円
科　　目 平成26年度決算 平成27年度予算額 増減額（決算額比） 摘　　要

前年度繰越金 66,790,471 65,252,598 △ 1,537,873
第1種会員会費 29,680,000 29,000,000 △ 680,000 10,000円×2,900人＝29,000,000
第2種会員会費 225,000 180,000 △ 45,000 3,000円×60口
第3種会員会費 0 0 0
受取利息 18,578 20,000 1,422
基金取崩収入 0

合　　計 96,714,049 94,452,598 △ 2,261,451

支出の部 単位：円
科　　目 平成26年度決算 平成27年度予算額 増減額（決算額比） 摘　　要

補助費 28,097,510 27,600,000 △ 497,510

札幌大学奨学金援助金
課外活動補助金・卒業祝賀会・大学祭
外国人留学生奨学金援助金
学外研修援助金・資格取得等奨励援助金
表彰
保護者懇談会（大学分旅費）
地域貢献費（札幌大学地域スポーツ）

消耗品費 24,175 70,000 45,825
事務用消耗品
コピー用紙

旅費交通費 348,860 450,000 101,140 役員会、保護者懇談会（地方）

印刷費 885,600 1,100,000 214,400

封筒作成
各種案内状
会報作成(後援会だより）
印字　
その他印刷

通信費 803,586 1,100,000 296,414
後援会だより発送作業･発送費２回分、会費納入案内   
役員会、総会案内・保護者懇談会等の案内他　　

支払手数料 9,396 50,000 40,604 会費納入振込手数料・業者への振込手数料

会議渉外費 1,292,324 1,970,000 677,676
役員会会議費、総会・札幌会場保護者懇談会参加者昼食費、地方会場費
祝儀等

予備費 0 200,000 200,000
小　　計 31,461,451 32,540,000 1,078,549

次年度繰越金 65,252,598 61,912,598
合　　計 96,714,049 94,452,598

編集後記
　経済産業省が平成 18 年から提唱しています社会人基礎力は、前に踏み出す力、考え抜く力、チームで働く力の 3 つ
の能力（12 の能力要素）から構成されており、職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力
を指します。本学においても、同時期に、この社会人基礎力の涵養を目的に正課授業として「キャリア科目」を開設し、
今日に至ります。平成 25 年度には、大学及び女子短期大学部において「地域共創」をスローガンに改組転換を図り、
その後も継続して地域連携活動による人材育成の実現を目指しています。
　今回の号では、小山茂教授のゼミ紹介において、まさにこの教育理念の具現化に向けた取組みを行い、地域への社会
貢献、また自らのコミュニケーシン能力の向上や様々なイベントの企画、運営の仕方を学ぶことを目標とする地域密着
型の活動を紹介しています。
　若者を取り巻く環境は、今後さらに不透明さを増すことが想定されるなか、社会人基礎力を意識した自分磨きが今ま
で以上に重要となると思われます。教育方針を反映する本学生の多種多様な取組みは、本学ホームページの「最新情報」
で発信されていますが、今後も本学教育理念の展開、後援会が支援するご子女の成果に注目していただけたら幸甚です。

　「
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
」
は
保
護
者
の
皆
様
に
、
大
学
お
よ

び
後
援
会
の
活
動
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
る
た
め
の
重

要
な
情
報
交
換
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
年
は
好
天
に
恵
ま

れ
た
6
月
6
日
土
曜
日
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
総
会
に
引
き
続

き
、
大
学
と
共
催
の
保
護
者
懇
談
会
も
開
か
れ
、
ご
子
女
の
修
学

状
況
や
進
路
な
ど
、
中
身
の
濃
い
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
号
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

「
各
種
補
助
事
業
の
承
認
を
得
て
、

す
で
に
今
年
度
の
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
」

　

総
会
は
後
援
会
の
活
動
内
容
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
承
認
を

賜
わ
る
重
要
な
ご
報
告
の
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
関
心

　

毎
年
多
く
の
保
護
者
の
方
が
参

加
さ
れ
、
活
況
を
呈
す
る
「
保
護

者
懇
談
会
」
が
後
援
会
総
会
の
終

了
後
、
午
後
1
時
よ
り
「
プ
レ
ア

ホ
ー
ル
」
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
談
会
は
桑
原
真
人
学
長
お
よ
び

猪
狩
哲
夫
後
援
会
会
長
の
挨
拶
に

よ
り
開
幕
。
最
初
に
大
学
生
活
と

就
職
状
況
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

担
当
者
よ
り
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
特
に
保
護
者
の
皆
様
の
関

心
が
高
い
就
職
状
況
説
明
会
で
は
、「
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
の
積
極
的
な
利
用
を
促
す
と
と
も
に
、
担
当
者
よ
り
保

護
者
の
皆
様
に
向
け
、
複
雑
化
・
多
様
化
し
た
就
職
活
動
に
臨

む
学
生
に
対
す
る
「
理
解
と
見
守
り
」
を
重
ね
て
お
願
い
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
札
大
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
東
日
本
大
震
災

に
対
す
る
札
幌
大
学
発
の
持
続
的
募
金
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
リ
ム

デ
ィ.
1
1
」の
活
動
を
レ
ポ
ー
ト
。
こ
れ
に
関
連
し
、「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
通
し
て
育
つ
学
生
」
と
い
う
報
告
も
な
さ
れ
、
地
域
社
会
や

学
外
の
人
と
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
の
意
義
と
重
要
性
が
説
か
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
高
校
生
を
歓
待
す

る
ス
タ
ッ
フ
の
一
員
と
し
て
活
躍
す
る
学
生
自
ら
の
活
動
報
告
が

あ
り
、
イ
キ
イ
キ
と
取
り
組
む
学
生
の
様
子
に
、
保
護
者
の
皆
様

は
優
し
い
眼
差
し
を
向
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

全
体
説
明
の
後
、
札
幌
大
学
が
独
自
に
学
び
の
在
り
方
を
追

究
し
た
「
地
域
共
創
学
群
」
の
説
明
と
と
も
に
、
女
子
短
期
大

学
部
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
学
科
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
、
地
域

共
創
と
い
う
本
学
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
ご
理
解
を
求
め
ま
し

た
。
そ
れ
に
続
き
、
ご
希
望
の
保
護
者
の
方
と
個
別
面
談
や
大
学

内
施
設
見
学
会
を
実
施
し
、
現
在
の
修
学
状
況
や
将
来
の
進
路

に
つ
い
て
有
意
義
な
話
し
合
い
を
展
開
。
保
護
者
の
皆
様
の
関
心

の
高
い
懇
談
会
は
、
そ
の
後
も
道
内
7
カ
所
、
東
北
1
カ
所
で
順

次
開
催
さ
れ
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
後
援
会

で
は
来
年
度
の
ご
参
加
も
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
及
び
保
護
者
懇
談
会

学長よりお礼のご挨拶

保
護
者
の
皆
様
と
大
学
、
後
援
会
の
相
互
理
解
を
深
め
る
年
に
一
度
の
機
会
！

【
平
成
27
年
度
札
幌
大
学
後
援
会
総
会
お
よ
び
保
護
者
懇
談
会
開
催
報
告
】

札
幌
大
学
保
護
者
懇
談
会

日
時
／
平
成
27
年
6
月
6
日
（
土
）
午
後
1
時
〜

会
場
／
札
幌
大
学
プ
レ
ア
ホ
ー
ル
ほ
か

■全体説明の内容について
○大学に入学して数ヶ月が経ち、息子のキャンパスを訪

れることができ、とても嬉しく思います。とてもわかり

やすい内容で、私自身が学び直したいと思うほど恵まれ

ていますね。

　　
■保護者懇談会または本学について
○オープンキャンパススタッフの活動についてというこ

とで、現役学生の声を聞けた所は非常に良い体験をした

と思う。また、就職活動については何が大切か、どのよ

うなことをしなければならないか、教えて欲しいと思い

ます。

○学びの多様性ということで、広く様々な分野を学ぶ

チャンスを得ることが出来るとの説明を受け、この学校

で学ぶことが出来て良かったと思います。

　　
■個別懇談での説明・対応について
○ていねいに教えて頂き参考になりました。

参加された保護者の声

札幌大学後援会総会

保護者懇談会

保護者アンケート

保護者懇談会地方会場報告………1面

ゼミ紹介-小山ゼミ

後援会役員、新任のお知らせ

文化系サークル補助金交付式……2面

学生FDサミット参加報告

就職状況………………………………3面
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昨年の懇談会の様子（札幌）

　

９
月
５
日
（
土
）
北
見
会
場
を
か
わ
き
り
に
保
護
者
懇
談
会

地
方
会
場
は
道
内
と
青
森
の
７
会
場
で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
札

幌
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
方
在
住
の
保
護
者
の
方
々
は
、
わ
が
子
の

日
常
や
、
大
学
内
の
様
子
に
つ
い
て
気
に
な
る
こ
と
が
多
い
こ
と

と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
懇
談
会
は
本
学
の
教
育
の
取
り
組
み
や
授

業
の
出
席
状
況
、
春
学
期
の
成
績
に
つ
い
て
本
学
の
担
当
教
員
が

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
に
赴
き
、
保
護
者
の
方
に
直
接
報
告
・
説
明
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
は
各
会
場
地
域
出
身
の
本
学
卒
業
生
と
卒
業
年
次
生

も
参
加
し
、
本
学
で
の
学
修
状
況
や
課
外
活
動
、
就
職
活
動
を

報
告
し
ま
し
た
。
各
会
場
で
は
、
教
職
員
の
説
明
に
加
え
て
、
実

際
に
体
験
し
た
「
地
元
出
身
」
の
学
生
、
卒
業
生
の
声
は
多
く
の

保
護
者
の
方
か
ら
好
評
を
得
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
卒
業
年
次
生
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
就
職
活
動

を
迎
え
る
３
年
生
や
今
年
度
入
学
し
た
ば
か
り
の
１
年
生
が
参

加
し
ま
し
た
。
３
年
生
は
学
生
自
治
会
や
大
学
祭
、
１
年
生
は

部
活
動
と
初
め
て
学
ぶ
大
学
で
の
授
業
に
つ
い
て
の
報
告
を
い
た

し
ま
し
た
。
と
り
わ
け
、
函
館
会
場
に
お
け
る
入
学
し
て
半
年
足

ら
ず
の
１
年
生
の
報
告
は
実
に
新
鮮
で
あ
り
、
教
職
員
が
気
づ
か

な
い
素
朴
な
疑
問
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
保
護
者
の
方
々
に
も

「
実
に
わ
か
り
や
す
く
、

わ
が
子
の
視
線
に
な
っ
て

説
明
し
て
く
れ
た
よ
う

だ
」
と
感
心
さ
れ
た
声

が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
年
度
以
降
も
「
保

護
者
の
方
々
の
視
線
」

を
心
が
け
学
生
の
様
子

を
わ
か
り
や
す
く
、
ご

報
告
・
ご
説
明
で
き
る

よ
う
努
め
て
参
り
ま
す

の
で
、
各
会
場
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

猪狩後援会会長より桑原学長へ援助金目録が手渡されました

保
護
者
懇
談
会
地
方
会
場
報
告

北
見
会
場
か
ら
函
館
会
場
ま
で

札
幌
大
学
後
援
会
総
会

日
時
／
平
成
27
年
6
月
6
日
（
土
）
午
前
11
時
〜

会
場
／
札
幌
大
学
2
2
0
4
教
室

学
生
支
援
オ
フ
ィ
ス　

主
幹　

高
松　

義
樹

保護者懇談会では就職をはじ
め、さまざまなご質問やご相
談にもお応えしております。
地方の方は参加し易い上記主
要都市での開催に是非ともご
参加下さい。

保護者懇談会 帯広会場の様子

札幌大学後援会だより 第45号（4）2015年10月30日札幌大学後援会だより（1）第45号 2015年10月30日


